































性 34.8::!::12.0歳、女性、 31.2土 12.7歳、 15~ 
75歳)であった(図 2)0




は、 1日が 7人 (6.7%)、 2日が 27人 (25.7%)、
3日が 25人(23.8%)、4~ 13日が 14人(13.3%)、

















































































服薬時間は、深夜の O 時~3 時頃までが 14 例 膜欝病が共に 13例(15.0%)、統合失調症が 7例











































































































年齢は、女性が 91人 (86.6%)で、 20才代 40人
(38.0%)で、あった。疾患名は、境界性人格障害 19
人(24.0%)で、平均入院日数は3日間27人(25.7%)
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